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福
島
県
い
わ
き
市
出
身
の

太
田
凌
嘉
さ
ん
（
文
学
部
環

境
地
理
学
科
３
）
は
３
月
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｅ
テ
レ
の
「
東
北

発
☆
未
来
塾
」
に
出
演
し

た
。
東
北
の
未
来
を
担
う
若

者
が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活

躍
す
る
講
師
か
ら
学
ぶ
番
組

で
、
福
島
の
現
状
と
世
間
の

イ
メ
ー
ジ
に
ギ
ャ
ッ
プ
を
感

じ
て
い
た
太
田
さ
ん
は
「
今

の
福
島
を
ち
ゃ
ん
と
知
り
た

い
」
と
応
募
。
全
国
各
地
か

ら
参
加
し
た
５
人
と
共
に
、

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
か
ら
２０
㌔
圏
の
ま
ち

を
訪
ね
た
。

講
師
を
務
め
た
社
会
学
者

の
開
沼
博
氏
は
、
福
島
県
磐

城
高
の
先
輩
に
あ
た
る
。
番

組
で
は
開
沼
氏
が
「
福
島
と

向
き
合
う
こ
と
は
単
純
で
は

な
い
。
知
っ
た
つ
も
り
で
思

考
を
停
止
せ
ず
、
現
場
で
生

の
声
を
聞
こ
う
」
と
呼
び
か

け
、
い
わ
き
市
か
ら
バ
ス
で

北
上
。
避
難
指
示
解
除
後
も

多
く
の
住
民
が
戻
っ
て
い
な

い
広
野
町
で
は
商
店
主
や
農

家
に
、
２０
㌔
圏
内
で
日
中
の

立
ち
入
り
だ
け
が
許
さ
れ
て

い
る
楢
葉
町
で
は
、
Ｊ
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
で
原
発
の
収
束
作
業

に
あ
た
る
作
業
員
や
一
時
帰

宅
し
た
住
民
に
話
を
聞
い

た
。太

田
さ
ん
の
祖
母
は
南
相

馬
市
に
住
む
。
「
南
相
馬
も

２０
㌔
圏
。
震
災
後
も
変
わ
ら

ず
住
み
続
け
て
き
た
祖
母
の

心
情
が
、
今
回
出
会
っ
た
人

々
の
話
か
ら
さ
ら
に
理
解
で

き
ま
し
た
」
。
地
元
で
当
た

り
前
に
と
ら
え
て
い
た
こ
と

を
、
突
き
詰
め
て
考
え
直
す

き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
い

う
。地

形
学
や
地
質
学
を
中
心

に
学
ぶ
苅
谷
愛
彦
ゼ
ミ
に
所

属
す
る
。
自
分
の
目
と
足
で

確
か
め
る
大
切
さ
を
学
ん
だ

こ
と
が
今
回
の
収
穫
。
「
湿

潤
変
動
帯
と
呼
ば
れ
る
日
本

で
は
自
然
災
害
が
し
ば
し
ば

発
生
す
る
。
フ
ィ
ー
ル
ド
に

出
て
大
地
と
対
話
し
、
そ
の

土
地
の
特
性
か
ら
防
災
を
考

え
る
研
究
が
し
た
い
で
す
」

と
意
欲
を
新
た
に
し
て
い

る
。

商
学
部
・
渡
邊
隆
彦
ゼ
ミ

の
チ
ー
ム
が
、
独
自
に
テ
ー

マ
を
決
め
て
投
資
す
る
企
業

の
組
み
合
わ
せ
を
考
え
、
レ

ポ
ー
ト
に
ま
と
め
る
株
式
学

習
コ
ン
テ
ス
ト
「
第
１５
回
日

経
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
リ
ー
グ
」

（
日
本
経
済
新
聞
社
主
催
）

に
２
年
連
続
で
入
選
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
ゼ
ミ
長
の
仲

林
寛
晃
さ
ん
（
４
年
次
）
、

菊
原
真
凜
さ
ん
（
同
）
、
３

年
次
の
木
村
佑
理
さ
ん
、
大

場
充
さ
ん
、
山
口
美
音
さ
ん

の
合
わ
せ
て
５
人
。
会
計
学

科
の
仲
林
さ
ん
は
前
回
大
会

の
入
選
メ
ン
バ
ー
で
、
豊
富

な
財
務
の
知
識
を
も
と
に
今

回
は
「
１
０
０
年
先
も
愛
さ

れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
臨
ん
だ
。

注
目
し
た
の
は
、
健
全
な

財
務
基
盤
を
も
ち
地
域
と
の

共
生
や
社
会
的
な
課
題
の
解

決
に
も
取
り
組
む
「
長
寿
企

業
」
と
、
特
定
の
分
野
で
世

界
的
に
高
い
シ
ェ
ア
を
も
つ

「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ニ
ッ
チ
・

ト
ッ
プ
」
企
業
。
上
場
企
業

約
３
４
０
０
社
の
中
か
ら
、

財
務
の
健
全
性
、
企
業
理

念
、
世
界
的
な
市
場
占
有

率
、
技
術
力
、ブ
ラ
ン
ド
力
、

社
会
貢
献
度
な
ど
を
評
価
し

て
点
数
化
し
た
。

最
終
的
な
絞
り
込
み
の
前

に
、
候
補
に
残
っ
た
３０
社
に

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
送
付
。

企
業
理
念
や
海
外
展
開
の
ほ

か
「
働
き
や
す
い
会
社
な
の

か
知
り
た
い
」（
木
村
さ
ん
）

と
従
業
員
の
満
足
度
に
つ
い

て
の
質
問
を
加
え
た
。
２
社

が
誠
実
な
回
答
を
寄
せ
、
塩

野
義
製
薬
は
聞
き
取
り
調
査

に
も
応
じ
て
く
れ
た
。

１
０
０
年
後
に
国
内
外
で

活
躍
す
る
と
見
込
ん
だ
の
は

１６
社
。
富
士
フ
イ
ル
ム
や
塩

野
義
製
薬
の
ほ
か
、
油
脂
メ

ー
カ
ー
の
不
二
精
油
や
つ
り

銭
機
な
ど
を
つ
く
る
グ
ロ
ー

リ
ー
な
ど
「
知
ら
な
か
っ
た

企
業
を
知
る
機
会
に
な
っ

た
」（
大
場
さ
ん
）
。「
Ｂ
ｔ
ｏ

Ｂ
で
直
接
消
費
者
と
は
接
し

な
い
け
ど
、
社
会
を
支
え
る

企
業
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
」（
山
口
さ
ん
）
と
い
う
。

同
リ
ー
グ
に
は
全
国
１
１

６
大
学
か
ら
６
３
１
チ
ー
ム

が
応
募
。
最
優
秀
賞
や
部
門

賞
の
ほ
か
、
３５
チ
ー
ム
が
入

選
を
果
た
し
た
。
メ
ン
バ
ー

は
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
科

の
ゼ
ミ
で
す
が
会
計
学
科
の

学
生
も
い
て
、
知
識
を
補
い

合
え
た
の
が
よ
か
っ
た
」

（
菊
原
さ
ん
）
と
健
闘
を
た

た
え
合
っ
た
。

滝
澤
姫
乃
さ
ん
（
法
２
）

は
韓
日
交
流
エ
ッ
セ
イ
・
フ

ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
（
駐
日
韓

国
大
使
館
韓
国
文
化
院
主

催
）
の
日
本
語
エ
ッ
セ
イ
部

門
で
佳
作
に
入
っ
た
。

滝
澤
さ
ん
は
東
京
都
清
稜

高
時
代
に
、
新
聞
社
主
催
の

短
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
ソ

ウ
ル
に
１
週
間
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
。
現
地
の
若
者
た
ち
と
の

交
流
を
通
じ
て
今
の
韓
国
を

肌
で
感
じ
取
っ
た
。

エ
ッ
セ
イ
で
は
そ
の
体
験

を
中
心
に
ま
と
め
た
。
「
日

本
と
韓
国
は
、
活
発
な
文
化

交
流
が
あ
っ
て
若
者
世
代
は

近
い
関
係
に
あ
る
。
先
入
観

を
持
た
ず
に
異
文
化
交
流
す

る
気
持
ち
が
大
切
」
と
い
う

滝
澤
さ
ん
。
法
学
部
の
専
門

の
教
員
以
外
に
も
積
極
的
に

研
究
室
を
訪
ね
、
幅
広
く
見

聞
を
広
め
て
い
る
。

「
韓
国
と
日
本
の
若
者
が

交
流
で
き
る
よ
う
な
場
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
」
―
―
日

韓
の
懸
け
橋
に
な
る
の
が
夢

だ
。中

期
留
学
に
１１
人

２
０
１
５
年
度
の
中
期
留

学
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
前
期
）
の

留
学
生
１１
人
の
氏
名
・
留
学

先
は
次
の
と
お
り
（
敬
称

略
）。

〈
英
語
コ
ー
ス
〉

●
オ
レ
ゴ
ン
大
学
（
米
国
）

▽
藤
澤
桃
子
（
経
済
３
）

▽
澤
田
有
花
理
（
経
済
３
）

▽
大
久
保
澪
（
法
３
）

▽
川
島
諒
之
（
経
営
４
）

▽
赤
井
彩
夏
（
文
３
）

▽
井
出
菜
摘
（
文
３
）

▽
木
村
祐
美
子
（
文
３
）

▽
中
村
安
希
（
文
２
）

▽
小
林
諒
二
郎
（
ネ
ッ
ト
情

報
３
）

●
ウ
ー
ロ
ン
ゴ
ン
大
学
（
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）

▽
小
山
貴
久
（
経
営
２
）

▽
原
田
都
久
美
（
文
３
）

他性の受容は生と不可分だ。文化現

象は全て無数の多様な内なる他者で満

ち、自同性すら異他性なしには成り立

たない。シュガー、シロップ、コーヒ

ー、シャーベット、カフェ、マガジン、

ソファ、アルコール、アルジェブラ、

アルゴリズム。近代文化にアラビア語

文化圏の恩恵をたや

すく発見できる。ア
ぼん ご

ラビア語は、漢語や梵語やラテン語と

同様、世界中の言語に学術用語を提供

できた数少ない古典語。その豊穣な文

献を前にして人は自然と謙虚になり、

そのような文化を生んだ営みに敬意を

感じるほど、ヨーロッパから、北アフ

リカ、中国、インドネシアまでの広大

な空間と長大な時間の中でアラビア語

は創造的だった。

異文化の豊かさを知り、異なる視点

で母語や自国の文化を反省すると、新

しい面が見えてくる。日本語や英語中
こ

心主義の世界観で凝り固まった精神が

ほぐれ、自分の無知や世界の広さ、多

様さに気づき、自己認識も深まる。柔

軟な心やさまざまな敬意を感じる心の

細やかさを養う機会、自分と異なる人

や文化を敬う精神を磨く切っ掛けさえ

与えられる。文化交流は語学力誇示で

はなく相手を知り、共に生きることが

目的なのだから、他者を受け入れる柔

軟な精神や敬意が必

要だし、そういう精

神は交流の中で養われるだろう。

異言語とは、外に目を向けさせ、視

野を広げ、内には新しい目を向けさせ

てくれるものである。現在も国連と２０

以上の国と地域の公用語であるアラビ

ア語は、死した古典語ではなく、新し

い文化を生み、今も無限の可能性へ無

数の通路を開いている。（担当はアラ

ビア語）※短縮版。全文は CALL 教室

ホームページで。

専
修
大
学
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ

ッ
ズ
は
新
ア
イ
テ
ム
５
点
が

加
わ
り
、
合
計
８５
点
と
な
っ

た
（
値
段
は
税
込
み
）。

新
ア
イ
テ
ム
は
次
の
通

り
。

▽
セ
ン
デ
ィ
フ
ェ
イ
ス
タ
オ

ル
（
綿
１
０
０
％
、
３
３
０

㍉
×
８
５
０
㍉
、６
８
０
円
）

▽
セ
ン
デ
ィ
バ
ス
タ
オ
ル

（
綿
１
０
０
％
、６
８
０
㍉
×

１
２
２
０
㍉
、１
５
５
０
円
）

▽
Ｏ
Ｌ
Ｄ
／
Ｎ
Ｅ
Ｗ
ミ
ッ
キ

ー
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
（
Ａ

４
、
２
３
０
円
）

▽
Ｏ
Ｌ
Ｄ
／
Ｎ
Ｅ
Ｗ
ミ
ッ
キ

ー
キ
ャ
ン
パ
ス
ノ
ー
ト
（
Ｂ

５
、
３
０
０
円
）

▽
パ
イ
ロ
ッ
ト
複
合
ペ
ン

〝
エ
ボ
ル
ト
〟（
１
０
８
０
円
）

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
８
号
館

５
階
購
買
会
、
セ
ブ
ン
イ
レ

ブ
ン
生
田
校
舎
店
、
神
田
キ

ャ
ン
パ
ス
１
号
館
Ｂ
１
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
購
買
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

t
t
p
:
/

/
w
w
w
.
s
e
n
d
a
i- s

e
n
t
y
u

r
i
.
c
o
.
j
p
/
k
o
u
b
a
i

）

で
販
売
中
。

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

「
タ
ダ
コ
ピ
」利
用
可

コ
ピ
ー
用
紙
の
片
面
を
広

告
に
し
、
無
料
で
コ
ピ
ー
が

で
き
る
学
生
の
た
め
の
サ
ー

ビ
ス
「
タ
ダ
コ
ピ
」
が
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯
電
話
に

ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル

し
、簡
単
に
利
用
で
き
ま
す
。

な
お
登
録
不
要
・
広
告
な

し
の
通
常
コ
ピ
ー
（
モ
ノ
ク

ロ
１０
円
／
カ
ラ
ー
５０
円
）
も

利
用
可
能
で
す
。

▽
設
置
場
所
∥
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
１０
号
館
１
階
ア
カ
デ
ミ

ー
モ
ー
ル

※
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
、
タ

ダ
コ
ピ
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
専
修
大
学
購
買
会
☎

０
４
４
・
９
１
１
・
１
０
９

７
へ
。

◀

表
彰
式
で
の
滝
澤
さ
ん

▲ 番組に先立ちいわき市で開

かれたマラソン大会に出

場。故郷の自然を味わいな

がら初挑戦でフルマラソン

を完走した

ＮＨＫ・Ｅテレ「東北発☆未来塾」に出演

アラビア語を通して

（文３）

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

２０
㌔
圏
の
ま
ち
を
訪
ね
る

小野純一 経済学部 非常勤講師

エッセイコンテスト

佳作の滝澤さん（法２）

日韓の懸け橋に

太田凌嘉さん

ー●３７●ー

いわき市
出 身

商
・
渡
邊
ゼ
ミ
２
年
連
続
入
選

�
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
に
新
ア
イ
テ
ム
�

日
経
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
リ
ー
グ

１００
年
後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
予
想

▶

左
か
ら
大
場
さ
ん
、
菊
原
さ
ん
、
山
口
さ
ん
、

木
村
さ
ん
、
仲
林
さ
ん

▶

大
林
守
国
際
交
流
セ
ン
タ

ー
長
と
派
遣
学
生
た
ち

▶

販
売
中
の
新
ア
イ
テ
ム

▶

設
置
さ
れ
た
タ
ダ
コ
ピ

�

香
辛
料
入
り
珈

琲
と
思
想
書
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